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要約: 現行(平成元年3月告示)の中学校学習指導要領の総則には「生徒が自らの生き方を考え,主体

的に進路を選択することができるよう,学校の教育活動全体を通じ,計画的,組織的な進路指導を行うこ

と」が明示されており,平成10年12月に告示された新しい学習指導要領にも同様のことが示されている。

各学校においては,一人ひとりの生徒が「自らの生き方を考え」,将来の生活や人生に自分なりの夢や

希望を持ち,自己の個性を生かすことのできる適切な進路を選択して,主体的に生きていけるように,

「学校の教育活動全体を通じ,計画的,組織的な進路指導を行うこと」が望まれている。

本稿は,平成9年度から3年間,文部省の「進路指導総合改善事業」の実施校の指定を受けて進路指導

の実践研究に取り組んでいる田原町立田原中学校(岩田 茂校長)の研究実践の内容を紹介しながら,筆

者の指導のもとで渡澄明子(青年海外協力隊)が田原中学校の生徒を対象に行った「中学生の親子関係と

キャリア発達に関する調査研究」のうち,「将来の生活や人生(生き方)」と「将来の職業」,「卒業後の進

路(進学)」に関する調査結果をまとめたものである。

キーワード:生き方と進路(キャリア),夢や希望,自己実現

は じ め に

文部省の「進路指導総合改善事業」は「地域の様々

な教育力を活用し,職業生活や社会生活などについて

幅広く理解させるとともに,将来の生き方の多様性や

選択の可能性等について理解させるという実践的研究

を行い,中学校における進路指導の改善充実を図る①」

などの趣旨で,平成6年度からスタートした。

愛知県では,平和町立平和中学校(柴田明男校長)

が平成6年度からこの事業(第一期)の実施校の指定

を受け,「社会のー員として自己を生かすことのでき

る生徒の育成一家庭・地域社会・学校が一体となっ

て生徒の可能性をのばす進路指導の在り方」を研究主

題として,3年間の実践研究に取り組んでいる。

平成6年12月2日(金)に1年目の研究発表会が開

催されたが,筆者は当初より,日比野教務主任や橋本

研究主任らと進路指導の基本的な考え方やその在り方,

研究の進め方などについて話し合う機会を与えられた。

研究発表会の当日配布された『平成6年度 研究紀

要』によれば,平和中学校の進路指導は,「『よりよく

生きよう』と自分なりの可能性を求めつづける生徒の
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育成をめざす」ことを中心に,「生徒一人一人の進路

保障をめざす」・「家庭・地域・学校が一体となった進

路指導をめざす」ことが基本目標とされ,「家庭・地

域・学校の連携を深め,『開かれた学校』をつくる」

ことや「意欲的で主体的な自立した生徒を育てる」な

どの基本方針が立てられている。

そして,進路指導に関する校内研修などを通して,

全教職員の共通理解の深化を図り,協力的な指導体制

を確立して,学校全体で進路指導の研究実践に取り組

んでいる。研究の組織として,「研究推進委員会・研

究企画部会」のもとに,「地域連携・行事研究部」・

「授業研究部」・「相談研究部」・「調査・資料研究部」

の各研究部が設置され,各研究部は,「各学年から2

~3名すっが部員となり,各研究部会の研究内容・実

践内容を各学年に伝え,各学年内に共通認識をつくり

だし,実践する。また,実践した結果を各研究部に持

ち寄り,次の研究へとつなげる②」といた手法がとら

れた。

なお,その研究実践に当たって「すべての教育活動

において,『自分さがし』の場の設定と適切な働きか

けを行っていけば,生徒によりよく生きようとする自
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分の可能性を求めつづける態度や能力を育てることが

できるであろう」という仮説が設定されている③。

I 田原中学校の研究実践

1 研究テーマと研究のねらい

田原中学校は,平成9年度から文部省の「進路指導

総合改善事業」の実施校の指定を受け,進路指導の実

践研究に取り組んでいる。

研究の推進に当たって,先す生徒の実態把握に努

め,その長所や短所から,生徒を育てる視点として,

(1)自分を表現する力を育ていたい。(2)自分で考え,

工夫する力を育てたい。(3)他との協調性など,人間

関係を築く能力を養いたい。(4)言われたことだけで

なく,自分からすすんで行動できるようにしたい。

(5)意見が絡まり,全体での追及が深まり,広がるよ

うにしたい。(6)じっくりと考え,取り組めるように

したい,という六つを列挙している。

そして,田原中学校の「自立・友愛・創造」という

教育目標などを踏まえ,次頁の研究の全体構想図にあ

るような「めざす生徒像」を明確に設定している。

また,文部省の「進路指導総合改善事業」の趣旨や

はじめにみた平和中学校などの先進校の研究実践,平

成8年7月の中央教育審議会の第一次答申などから,

「夢や希望を持ち,未来を切り拓く生徒の育成」を研

究テーマとしている。研究テーマに迫る視点(サブテー

マ)を「生きる力を育てる進路指導のあり方をめざし

て」とし,「自己理解(自分の個性を見つけ,伸ばし,

生かす)と進路理解(職業や上級学校等の理解)をう

ながし,主体的な進路選択能力や,将来の社会人とし

て必要な資質・能力を育成すること。そのために,地

域・家庭との連携を進め,啓発的経験活動を中心とし

た幅広い体験を得させるなど,総合的な取り組みを行

い,進路指導の改善を図る」ことを研究のねらいとし

ている④。

なお,田原中学校の進路指導の目標は,「生徒が自

分自身の個性や適性についての理解を深め,自らの生

き方を考え,夢や希望を持って主体的に進路を選択す

る能力を伸長する」ことである。

2 研究の組織と授業研究部の研究内容

田原中学校では,研究の組織として「授業研究部

(授業づくり)」・「体験活動部(体験づくり)」・「情報

部(環境づくり)」の三つを設け,それぞれ具体的な

テーマを決めて,実践的な研究をすすめている。

「授業研究部(授業づくり)」においては,「生きる

力をはぐくむ授業の在り方」が研究され,ここでは,

「教科の授業では,『生きる力』を身に付ける。道徳の

授業では,『よりよい生き方』を見つける。学級活動

の授業では,『よりよい生き方や進路』を考える」が

ねらいとされている。

各教科の授業では「『生きる力』をはぐくむために,

『生徒が自ら学び,自ら考える授業JJが実践され,学

級活動・道徳の授業では「豊かな人間性を身に付け,

生き方を主体的に考えるために啓発的体験活動を軸と

した授業」が実践されている⑤。

学級活動における「将来の生き方と進路の適切な選

択に関すること」の指導=「生き方と進路」(キャリ

ア)学習の年間計画は資料1のようになっている⑥。

IIr生き方と進路」(キャリア)選択に関する調査

1 調査の目的と方法・内容等

「中学生の親子関係とキャリア発達」に関する調査

は,渡澄明子が職業指導教室に在学中,(1)中学生が

父親や母親との関係をどのように認知しているのか,

(2)中学生が将来の生活や人生(生き方)にどのよう

な夢や希望を持ち,どのような態度で生きていこうと

しているのか等,キャリア発達の実態を明らかにする

ことを目的とし,平成10年9月に実施された。

調査の対象は,田原中学校の生徒412名で,その

学年別・性別の内訳は,表1のとおりである。

調査は,質問紙法により,各学級担任の教師の協力

の下で行われたが,本稿では,その調査の中から,将

来の生活や人生(生き方),将来の職業,中学校卒業

後の進路(進学)に対する関心・態度についての結果

を学年別・性別に比較する。

2 調査の結果と考察

(1)将来の生活や人生,生き方に対する関心や意欲

・態度

将来の生活や人生,生き方に関する「次のアからコ

までのようなことは,あなたにはどのくらいあてはま

りますか」と問うて,「あてはまるところの番号に○

を付ける」よう求めた。あてはまるところの番号は

「よくあてはまる」が1,「どちらかといえばあてはま

る」が2,「あまりあてはまらない」が3,「全然あて

はまらない」が4となっている。

紙面の関係で,「よくあてはまる」と「どちらかと

いえばあてはまる」に○をつけた者のパーセンテージ

を表2にまとめた。「全然あてはまらない」,「あまり

あてはまらない」と「無答」は省略した。

表1 調査対象者(サンプル)の内訳
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研究の全体構想図(平成11年度)
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田原中学校
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資料1 「生き方と進路」(キャリア)学習の年間計画(田原中学校)
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それによれば,「これから先の自分の生き方や人生

のことが気になっている」が「よくあてはまる」と答

えた者は,1年では男子3 1. 8%,女子2 7.5%,

2年では男子2 2. 5%,女子3 3. 8%, 3年では

男子4 5. 2%,女子4 4. 3%となっており,これ

に「どちらかといえばあてはまる」に○を付けた者を

合わせると,1年では男子7 5. 7%,女子7 6.8

%,2年では男子6 6. 2%,女子8 7. 9%, 3年

では男子8 5. 5%,女子8 8.6%の生徒が「これ

から先の自分の生き方や人生のことが気になっている」

と答えている。

「自分はこれから,どのように生きていったらよい

か,あれこれと考えている」が「よくあてはまる」と

答えた者は,1年では男子10.6%,女子1 5.9

%,2年では男子16. 9%,女子2 7. 0%, 3年

では男子2 2. 6%,女子3 1.4%。これに「どち

らかといえばあてはまる」に○を付けた者を合わせる

と,1年では男子6 5. 1%,女子5 3. 6%, 2年

では男子5 6. 3%,女子6 8. 9%, 3年では男子

6 9. 4%,女子8 2. 8%の生徒が「自分はこれか

ら,どのように生きていったらよいか,あれこれと考

えている」と答えている。

表2

「自分にしかできないことをあれこれ考え,探して

いる」が「よくあてはまる」と答えた者は,1年では

男子19. 7%,女子10.1%,2年では男子12.

7%,女子2 4. 3%, 3年では男子9. 7%,女子

1 4. 3%。これに「どちらかといえばあてはまる」

に○をつけた者を合わせると,1年では男子3 4.9

%,女子3 4. 7 %, 2年では男子4 2. 3%,女子

5 6. 7%, 3年では男子3 5. 5%,女子5 8.6

%の生徒が「自分にしかできないことをあれこれ考え,

探している」と答えている。

田原中学校では,資料1の「生き方と進路」(キャ

リア)学習の年間計画によれば,1年の7月に「将来

の希望」という題材で,「希望の現状と希望を持つこ

との大切さ」を生徒に理解させる指導を行っている。

調査が実施された2学期のはじめで,「これからの

自分の人生に,自分なりの夢や希望を持っている」が

「よくあてはまる」と答えた者は,1年では男子3 3.

3%,女子4 2. 0%, 2年では男子4 3. 7%,女

子5 4.1%,3年では男子3 0.6%,女子4 2.

9%で,女子ではどの学年においても,将来の生活や

人生,生き方に関する項目の中では最も高い肯定率と

なっている。

将来の生活や人生,生き方に対する関心,意欲・態度

(数値は百分率)
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これに「どちらかといえばあてはまる」に○を付け

た者を合わせると,1年では男子7 4. 2%,女子

8 1. 1 %, 2年では男子7 3. 3%,女子8 6.5

%,3年では男子7 0. 9%,女子7 8.6%の生徒

が「これからの自分の人生に,自分なりの夢や希望を

持っている」と答えている。各学年間及び男女間には

有意差はみられない。

ところが,「自分の夢や希望を実現するための方法

などを調べたことがある」が「よくあてはまる」と答

えた者は,1年では男子1 2.1%,女子10.1%,

2年では男子16. 9%,女子2 3. 0%, 3年では

男子9. 7%,女子12.9%にとどまっている。

反対に,「全然あてはまらない」と「あまりあては

まらない」に○を付けた者は,1年では男子6 5.1

%,女子6 2.3%,2年では男子6 2.0%,女子

4 1. 9%, 3年では男子6 4. 5%,女子5 2.9

%となっており,2年の女子を除いて,どの学年も

「自分の夢や希望を実現するための方法などを調べた

ことがある」と答えている生徒より,これを否定する

生徒が多くなっている。

「これからの自分の人生に,自分なりの夢や希望を

持っている」の項目と,「自分の夢や希望を実現する

ための方法などを調べたことがある」の項目の結果か

ら,「自分なりの夢や希望」は多くの生徒が持ってい

るが,「自分の夢や希望を実現するための方法など」

は調べたことがない生徒が全体として,過半数を上

回っている。

また,「自分の夢や希望を実現させるための計画を

立てて,努力している」が「よくあてはまる」と答え

た者は,1年では男子9.1%,女子7. 2%, 2年

では男子7. 0%,女子8. 1%, 3年では男子

6. 5%,女子7.1%にすぎず,逆に「自分の夢や

希望を実現させるための計画を立てて,努力している」

が「全然あてはまらない」・「あまりあてはまらない」

と答えた生徒が,1年では男子5 9.1%,女子7 5.

4%,2年では男子6 7. 6%,女子6 2. 2%, 3

年では男子5 9. 1%,女子5 4.3%に達している。

他方で,「生きがいを求めて,精一杯生きていきた

い」が「よくあてはまる」と答えた者は,1年では男

子3 6. 4%,女子3 0. 4%, 2年では男子4 5.

1%,女子4 5. 9%, 3年では男子3 3. 9%,女

子4 2. 9%。これに「どちらかといえばあてはまる」

に○を付けた者を合わせると,1年では男子7 7.3

%,女子8 1.1%,2年では男子7 8. 9%,女子

8 1.0%,3年では男子7 9,1%,女子8 5.8

%の生徒が「生きがいを求めて,精一杯生きていきた

い」と答えている。各学年間及び男女間には有意差は

みられない。

さらに,「人生にはつらく困難なこともあるだろう

が,逃げ出さすに立ち向かっていきたい」が「よくあ

てはまる」と答えた者は,1年では男子2 7. 3%,

女子2 6. 1%, 2年では男子3 2. 4%,女子3 6.

5%,3年では男子2 5. 8%,女子3 8. 6%。こ

れに「どちらかといえばあてはまる」に○を付けた者

を合わせると,1年では男子7 8. 8%,女子7 8.

3%,2年では男子7 4. 7%,女子7 9. 7%, 3

年では男子7 5. 8%,女子8 8.6%の生徒が「人

生にはつらく困難なこともあるだろうが,逃げ出さす

に立ち向かっていきたい」と答えている。各学年間及

び男女間には有意差はみられない。

要するに,「自分はこれから,どのように生きていっ

たらよいか,あれこれと考えている」と答えている生

徒は,1年では,男女合わせて5 9. 3%, 2年では,

男女合わせて6 2.8%,3年では,男女合わせて

7 6. 5%。「これからの自分の人生に,自分なりの

夢や希望を持っている」と答えている生徒は,1年で

は,男女合わせて7 7. 8%, 2年では,男女合わせ

て8 0. 0%, 3年では,男女合わせて7 5.0%。

「人生にはつらく困難なこともあるだろうが,逃げ出

さすに立ち向かっていきたい」と答えている生徒は,

1年では,男女合わせて7 8. 5%, 2年では,男女

合わせて7 7. 2%, 3年では,男女合わせて8 2.

6%と,それぞれなっている。

こうした項目には,各学年間及び男女間に有意な差

はみられなかった。

(2)将来の職業に対する関心,意欲・態度

将来の職業や中学校卒業後の進路(進学)に関する

「次のアから夕までのようなことは,あなたにはどの

くらいあてはまりますか。あてはまるところの番号に

○を付けて下さい」という質問に対し,「よくあては

まる」,「どちらかといえばあてはまる」,「あまりあて

はまらない」「全然あてはまらない」の4つの中から,

該当するものに○を付けさせた。

16項目について調査されたが,将来の職業に関し

ては表3に示したような5項目について,「よくあて

はまる」と答えた者と「どちらかといえばあてはまる」

と答えた者のパーセンテージをみることにする。

先ず,「自分の将来の職業(仕事)のことが気にな

っている」が「よくあてはまる」と答えた者は,1年

では男子3 4. 8%,女子2 9. 0%, 2年では男子

2 6. 8%,女子4 3. 2%, 3年では男子3 3.9

%,女子4 0.0%。これに「どちらかといえばあて

はまる」に○を付けた者を合わせると,1年では男子

7 1.2%,女子7 3. 9%, 2年では男子6 0.6

%,女子7 8. 3%, 3年では男子7 4. 2%,女子

7 8. 6%の生徒が「自分の将来の職業(仕事)のこ

とが気になっている」と答えている。

「自分の能力や性格が,どのような職業(仕事)に

適しているのか知りたい」が「よくあてはまる」と答
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えた者は,1年では男子3 7. 9%,女子4 2.0%,

2年では男子4 0.8%,女子5 8.1%,3年では

男子3 5. 5%,女子4 5.7%。これに「どちらか

といえばあてはまる」に○を付けた者を合わせると,

1年では男子7 8. 8%,女子8 5. 5%, 2年では

男子6 3. 3%,女子8 3. 8%, 3年では男子6 9.

4%,女子8 0.0%の生徒が「自分の能力や性格が,

どのような職業(仕事)に適しているのか知りたい」

と答えている。

2年と3年では,男子よりも女子の方に「自分の能

力や性格が,どのような職業(仕事)に適しているの

か知りたい」と答えている者が多くみられる。

「今の自分には,やりたい仕事や就きたい職業があ

る」が「よくあてはまる」と答えた者は,1年では男

子3 1. 8%,女子4 3. 5%, 2年では男子3 6.

6%,女子5 0.0%,3年では男子3 5. 5%,女

子4 2. 9%。これに「どちらかといえばあてはまる」

に○を付けた者を合わせると,1年では男子5 1.5

%,女子7 2. 5%, 2年では男子5 0. 1%,女子

7 5. 7%, 3年では男子6 6.1%,女子7 1.5

%の生徒が「今の自分には,やりたい仕事や就きたい

表3

職業がある」と答えている。 1年,2年では,男子よ

りも女子の方に「今の自分には,やりたい仕事や就き

たい職業がある」と答えている者が多くみられる。

しかしながら,「希望する職業に就くために計画を

立てて,努力している」が「よくあてはまる」と答え

た者は,1年では男子12. 1 %,女子5. 8%, 2

年では男子4. 2%,女子8. 1%, 3年では男子6.

5%,女子7.1%にすぎす,逆にこれが「全然あて

はまらない」・「あまりあてはまらない」に○を付けた

者が1年では男子6 0.6%,女子7 3. 9%, 2年

では男子6 2.0%,女子5 5. 4%, 3年では男子

6 1.3%,女子5 8. 6%と,それぞれ過半数を上

回っている。

なお,「やりがいを求めて,精一杯働きたい」が

「よくあてはまる」と答えた者は,1年では男子2 8. 8

%,女子3 7. 7%, 2年では男子3 5. 2%,女子

4 8. 6%, 3年では男子2 5.8%,女子4 2.9

%。これに「どちらかといえばあてはまる」に○を付

けた者を合わせると,1年では男子7 4. 3%,女子

8 4. 1%, 2年では男子6 7. 6%,女子8 2.4

%,3年では男子6 7. 7%,女子8 0.0%の生徒

将来の職業や卒業後の進路(進学)に対する関心,意欲・態度

(数値は百分率)
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が「やりがいを求めて,精一杯働きたい」と答えてい

るが,女子の方にこう答える者が多くみられる。

(3)中学校卒業後の進路に対する関心,意欲・態度

中学校卒業後の進路(進学)に関する項目の中から,

表3に示したような5項目について,「よくあてはま

る」と答えた者と「どちらかといえばあてはまる」と

答えた者のパーセンテージをみてみる。

先す,「中学校卒業後の進路のことが気になってい

る」が「よくあてはまる」と答えた者は,1年では男

子3 6. 4%,女子2 3.2%,2年では男子2 8.

2%,女子4 8. 6%, 3年では男子3 8. 7%,女

子5 0.0%。これに「どちらかといえばあてはまる」

に○を付けた者を合わせると,1年では男子6 9.7

%,女子6 2. 3%, 2年では男子5 0.7%,女子

7 2. 9%, 3年では男子7 2. 6%,女子7 7.1

%の生徒が「中学校卒業後の進路のことが気になって

いる」と答えている。

「自分の能力(学力)や性格が,どの高校・学科に

向いているのか知りたい」が「よくあてはまる」と答

えた者は,1年では男子4 5. 5%,女子4 9. 3%,

2年では男子4 7. 9%,女子6 6. 2%, 3年では

男子4 1. 9%,女子5 2. 9%。これに「どちらか

といえばあてはまる」に○を付けた者を合わせると,

1年では男子8 6. 4%,女子8 8. 4%, 2年では

男子7 6.1%,女子8 7.8%,3年では男子6 7.

7%,女子8 5. 8%の生徒が「自分の能力(学力)

や性格が,どの高校・学科に向いているのか知りたい」

と答えている。

「是非行きたい(目標となる)高校・学科がある」

が「よくあてはまる」と答えた者は,1年では男子

4 0.0%,女子3 6. 2%, 2年では男子4 2.3

%,女子3 9. 2%. 3年では男子5 8.1%,女子

6 1. 4%となっており,男女とも,1年・2年より

も3年に多くみられる。これに「どちらかといえばあ

てはまる」に○を付けた者を合わせると,1年では男

子6 5. 1%,女子6 3. 7%, 2年では男子6 2.

0%,女子7 1. 6%, 3年では男子8 0.7%,女

子8 8.5%の生徒が「是非行きたい(目標となる)

高校・学科がある」と答えている。

そして,「自分自身が納得できる高校・学科を選択

して,進学したい」が「よくあてはまる」と答えた者

は,1年では男子5 7. 6%,女子4 7. 8%, 2年

では男子4 5.1%,女子6 4. 9%. 3年では男子

4 3. 5%,女子6 2.9%。これに「どちらかとい

えばあてはまる」に○を付けた者を合わせると,1年

では男子7 7. 3%,女子8 5. 5%, 2年では男子

7 3. 3%,女子8 5. 2%, 3年では男子7 5.8

%,女子9 1. 5%の生徒が「自分自身が納得できる

高校・学科を選択して,進学したい」と答えている。

結 び

中学校における進路指導は,元来,「個性に応じて

将来の進路を選択する能力を養うこと」(学校教育法

第36条第2号)という中学校教育の目標を達成するた

めの重要な教育活動であり,学習指導要領の総則にも

明示されているように「学校の教育活動全体を通じ,

計画的,継続的」に行うことを基本原則としている。

進路指導の考え方は, 1970年代の半ば頃から,大き

く変わって,将来の職業生活等における自己実現が重

視され,「人生設計」(将来の生活の設計)とか,「生

き方」といったことが強調されるようになった。

これからの教育の在り方として,「【ゆとり】の中

で子どもたちに【生きる力】をはぐくんでいくことが

基本である」(中央教育審議会第一次答申)との考え

が強調される中,一人ひとりの生徒が【生きる力】を

はぐくみ,自らの生き方を考え,将来の生活や人生に

自分なりの夢や希望が持って,主体的に生きていくこ

とを支援する進路指導の実践が強く望まれている。

そうした状況の中で,田原中学校は「夢や希望を持

ち,未来を切り拓く生徒の育成一生きる力を育てる

進路指導のあり方をめざして」を研究テーマとして,

平成9年度から3年間,進路指導の研究実践に取り組

み,平成11年11月2日(火)にその成果が発表されて

いる。

本稿は,田原中学校の研究実践の内容と渡追明子が

職業指導教室に在学中,田原中学校の協力を得て実施

した「中学生の親子関係とキャリア発達」に関する調

査の中から,「将来の生活や人生(生き方)」に対する

関心や意欲・態度などについての調査結果をまとめた

ものである。

(平成11年11月22日受理)
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